
Ⅰ．緒言（問題・目的）
中京学院大学中京短期大学部（以下「本校」と
記す）は、保育士・幼稚園教諭養成校として保育
科をもち、１・２年合わせて200名近くの学生が
在籍している。
また本校では、教育実習として１年次の９月に
５日間と、２年次の６月に10日間の幼稚園実習を
実施している。その他に保育実習として保育所や
福祉施設での実習も実施しており、全ての実習を
見てみると、教育実習Ⅰ、保育実習Ⅰ（保育所）、
保育実習Ⅰ（施設）、教育実習Ⅱ、保育実習Ⅱま
たはⅢの順に２年間で計５回の実習をおこなうこ
とになっている。その中で、教育実習Ⅱでは初め
て学生全員が、責任実習の指導案作成と実践を経
験する。責任実習というのは、実習生が責任を

もって実際に保育をする実習方法である。責任実
習の中には、一日（半日）実習と一つの活動（遊
び）をおこなう部分実習があるが、本校の学生
は、実習において前者を経験する割合は少なく、
後者をどの学生も経験してきており、一般的に言
われる設定保育を部分実習としておこなっている。
筆者が教育実習指導の授業を担当した１年目に
最も痛感したことは、学生は指導計画案（以下、
指導案とする）を作成することに苦手意識をもっ
ており、実際に作成することが苦手であるという
ことであった。ここでいう指導案とは、部分実習
の指導案のことである。大滝（2005）は学生への
意識調査から、学生が指導案に対して難しいと感
じていることを明らかにした。また、増やしてほ
しい指導内容として「指導案の立て方」に75.0％
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の学生が回答したと報告している。しかしながら
時間数を増やさずにこの要望に応えるのは難しいと
して、選択科目化も含めた検討を示唆している１）。
本学では、指導案作成のための授業科目はな
い。教育実習指導は、事前指導・実習・事後指導
の３つに分けることができ、その中でも事前指導
では実習に対する心構え、身だしなみ、記録の書
き方、必要書類の作成、事前オリエンテーション
に行く際の指導など、多種多量の指導内容が含ま
れる。そのため、指導案作成に多くの時間を費や
すことができないのが現状である。一方、保育計
画を扱う科目「保育（教育）課程総論」もまた筆
者が担当しているが、この授業では長期的なもの
から短期的なものまでさまざまな計画について、
ＰＤＣＡサイクルの過程全般を通して理解するこ
とが求められる。したがって、実習の指導案のみ
を扱うことはできない。
以上のような学生の実態から、指導案について
段階的かつ継続的に指導する必要があるが、カリ
キュラムの現状より、できるだけ少ない授業のコ
マ数でそれを実施することが課題として挙げられ
る。筆者が感じるこの課題は、本校のみに限らず
他の保育者養成機関においても同様に生じている
ことが、以下のような数々の先行研究からも伺える。
中でも、丁寧な指導案指導の必要性について
は、多くの先行研究によって明らかにされてきて
おり、さまざまな試みもなされている。丹羽ら
（2012）は、学生の指導案を書画カメラで映して
発表する方法や、指導案の転記をする方法、先輩
の指導案を見る方法を示している。さらに、「慣
れること」の重要性を示している２）。山田（2006）
は、学生の実習実施状況の調査より、指導案につ
いて、丁寧に指導する必要があることと何度も書
く練習をする必要があると述べている３）。同じく
山田（2008）は、事前指導と実習の実施状況につ
いての調査より、「具体的な指導案作成指導」「設
定型保育のグループ研究」「模擬保育」の３つが
実習事前指導として有効であるとしている４）。広
瀬（2006）は、現職保育者の指導案と学生の指導
案を比較し実際の保育を観察する方法による授業

プランを提示している５）。
その他の先行研究も含め数々の先行研究から、
指導案作成力育成に必要な事柄として明らかにさ
れてきた内容を筆者なりにまとめたところ、「具
体的な指導で基本を学ぶ」「繰り返し書いて慣れ
る」「模擬や他との比較から気づく」の３つのポ
イントが浮上してきた。そこで本研究では、その
３つのポイントを踏まえて３年間実践研究をおこ
ない、その結果から得られた筆者の見解を整理し
てつくられた教授方法と授業プランの提案とその
有効性の示唆を目的とする。
この教授法の特徴は、次の３点である。
①学生の意欲を高めることを重視した添削法によ
る基礎力育成
②３つの段階と10の要点を踏まえた段階的指導
③「保育（教育）課程総論」「領域：人間関係」「領
域：言葉」「教育実習指導」の科目間連携を活
かした継続的指導

Ⅱ．指導案作成指導の概略と留意点

１．指導案作成を習得するための段階とそれを扱
う授業科目
指導案作成を習得するためには３つの段階があ
ると考える。さらに、本学学生の実態と先行研究
の結果より10の要点を挙げ、まとめたものが表１
である。

表１ 指導案作成を習得するための段階と要点
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本校では、第１段階「指導案の書き方を知る」
を「保育（教育）課程総論（１年前期）」で、第
２段階「『ねらい』を柱とした展開の工夫を学ぶ」
を「領域：人間関係、言葉（１年後期）」で、第
３段階「実際の子どもの姿を通して立案の仕方を
学び直す」を「教育実習指導（２年前期）」の授
業で扱う。

２．指導前の留意点
指導案の形式や内容は、園ごとに異なる。養成
校の教員によっても異なる場合が多い。また、テ
キストや参考書においてさまざまな指導案例が示
されており、統一されてはいない。これについて
は、田中ほか（2015）が、統一されていない現状
について報告し、統一の重要性を示している６）。
大滝（2008）もまた、参考書が多数存在するが、
作成上の留意点が必ずしも明確でないと指摘して
いる７）。そこで、学生に対する指導を実施するま
でに、“ベース”と呼ぶ基本的な書き方を定めて
おく必要がある。筆者の場合は、各参考書やテキ
スト、学生が実習先から指導された内容、筆者の
現場経験をもとに、応用しやすく多くの園で通用
しやすい表現や書き方を採用し、留意点を定め
た。それは、養成校の教員内で共通理解されてい
ることが望ましい。大学で教授されたことを実習
先で直されることもあるため、学生には、ベース
はあくまでもベースであり、それをもとに実習先
や就職先の書き方に合わせていくことを認識させ
る必要がある。

Ⅲ．第１段階：「保育（教育）課程総論」に
おける指導案作成の基礎力育成メソッド

１．授業 6コマを活用した指導内容と方法
「保育（教育）課程総論」の授業においては、
ベースの習得の徹底をはかる。そして、「指導案
とはこういうものだ」ということを学生が体得す
ることを到達目標とする。つまり、「指導案の書
き方を知る」という第1段階を扱う。

授業数15コマのうち、６コマを指導案作成に使
う。さらに、期末試験においても指導案作成を試
験内容とする。本校の場合、授業は週１回で４月
から７月にかけて毎週おこなわれる。
第１～８、15回では、幼稚園教育要領・保育所
保育指針、教育課程・保育課程、長期的な計画と
短期的な計画などさまざまな保育計画について指
導する。その中では、できるだけ具体的な子ども
の姿の例を挙げながら講義を進める。第７・８回
では、学生が実際に個人指導計画の作成をする。
自身の幼児期を思い出し、その実態からそれに応
じた「ねらい」を考え、援助や環境構成も挙げて
みる。ここでは、子どもの実態や発達段階を踏ま
えた「ねらい」の立て方にポイントをおいて指導
をする。これは、その後の指導案作成にも活きて
くる。
そして第９回目から短期的な指導計画の作成と
して、指導案作成の指導に入る。
第９回は、“指導案についての基礎知識”とし
て、何のために指導案を作成するのか、どのよう
な内容で構成されているのか、どのような手順で
計画を立てていくのかという３点を示す。筆者は
パワーポイントを用いて視覚的に分かりやすく伝
えるようにした。次に、いきなり指導案の様式枠
内を埋めていくことは困難なため、“指導案を書
くためのメモ（表２）（以下「メモ」と記す）”と
いう用紙を配布する。

表２ 指導案を書くためのメモ
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活動日、対象年齢、クラスの実態（前日までの
子どもの様子）、中心となる活動内容は教員が設
定し、あらかじめその欄は記入しておく。本来
は、クラスの実態や園の教育課程・保育課程、年
間指導計画等諸々の計画を踏まえての指導案でな
ければならないが、まだ一度も実習に行ったこと
がない学生には困難である。よって、そこは重視
しない。ただ、それまでの授業の中でさまざまな
計画のつながりについては教授してきている。学
生は、活動内容は決まっているので、幼稚園教育
要領・保育所保育指針の5領域のねらいと内容を
踏まえながらこの活動で何をねらうのかを考え
る。要点③「『ねらい』の考え方を知る」に重点
をおき、ねらいとはどのようなものかを得ること
を目的とする。ねらいの次には、この活動をどの
ように始めるか（導入）、どのように進めるか
（展開）、どのように終わるか（まとめ）をまずは
学生が考えてみるように促す。筆者は、実習に
行ったことのない学生でもイメージしやすい活動
として、クリスマス会前の「ランチョンマット作
り」を取り上げた。12月に入ると園がクリスマス
ムードになり、製作や歌などクリスマスにかかわ
る遊びや活動をすること、クリスマス会の日には
特別に手作りのランチョンマットで給食を食べる
ことなど、活動前後の流れを学生に話しながら、
ランチョンマットの実物例も見せた。これを子ど
も達が作るためには何が必要か、どのような手順
でおこなうとよいか、など考えていく。その中で
安全面などに対する配慮点も気がついたらメモに

記すように伝える。この回終了10分前には、教員
が作成した「メモ」の模範例を配布する。中には
実際に例を見ることによって、感覚的に理解する
学生もいる。模範例を配布されるまでに「メモ」
が埋まらない学生がいたとしても、この段階では
まだその状態でもよい。それは過去の学生の様子
から、今後模範例の提示や作成経験の積み重ねに
よって段階的に指導をすれば、メモの作成ができ
るようになると思われるからである。指導案は保
育者の数だけ違うものができるため、これは一例
であるという断りを入れた上で、自分が気づかな
かったことや埋められなかった欄について、「こ
のように書けばよいのか…」と理解することを促
す。さらに、先輩の指導案を見本例として提示す
る。学生からは、「えーっ、無理！」という悲鳴
のような叫び声が聞こえてくるが、これは逆に覚
悟を決めて真剣に取り組まなければならないとモ
チベーションを上げる効果が得られる。現にこの
回以後、授業を欠席する学生は減少する傾向が見
られた。
次の第10回では、第９回での「メモ」をもと
に、指導案を作成する。本校で使用している指導
案の様式（表３）はＡ3用紙両面である。裏面４
分の１は、実施後に記入する「考察」欄が設けて
ある。まずはじめに、指導案は現在形で記すこと
など全体の留意点を伝える。次に各欄の記入の仕
方を説明する。その際には、「ねらい」と「子ど
もの姿」欄は子ども、「環境構成」と「保育者の
援助」欄は保育者が主語になることをおさえる。

表３ 指導案様式
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環境構成の欄では、環境構成図の書き方につい
て、定規を使って書くという初歩的なことから子
どもや保育者の位置を○や●で記すことなど細か
く伝える。そして、図以外にも環境構成に関して
配慮する点について例を挙げ、文で記すことを伝
える。このように、他の欄についても本校での
“ベース”の書き方を細かく伝える。その後、学
生が実際に書いてみる。本校では、「子どもの活
動」欄において、主な活動の流れの頭に○をつけ
て記すことにしているので、指導案枠内の配分を
考えながら一番はじめにそれを記入させる。その
流れに合わせて時間や環境構成図などを記入して
いくことになる。この回では「指導上の留意点・
配慮（保育者の援助）」欄以外を埋め、時間内に
埋まらなかった学生は次回までに埋めてくること
とする。
第11回では、前回の続きの中で「指導上の留意
点・配慮（保育者の援助）」欄を書く。はじめに、
指導案での適さない表現について示す。筆者はパ
ワーポイントを使っていくつか代表的な例を挙げ
て説明した。指導案では、適した表現と適さない
表現があり独特であるため、学生には繰り返し
伝えて身につけさせる必要がある。例えば保育者
の言動として適さない表現には、「面倒を見る」
「～させる（使役）」「～してあげる」などがある。
次に、保育者の援助方法について学ぶ機会を設け
る。例えば、「絵を全く描こうとしない子がいた
ら…？」などと具体的な例を挙げ、それについて
自分だったら保育者としてどうするか考えさせ
る。思いつく限りの援助方法を学生が挙げ、教員
がホワイトボードに列挙する。学生が一番考えや
すいことは直接的な“声掛け”の援助方法である
が、この列挙によって“気持ちを受け止める”
“機会を設ける”“子どもの言動を整理する”など
援助方法は他にも多くあるということを伝える。
その後、筆者が指導案における適さない表現と保
育者の援助方法について一覧表にまとめたものを
配布する。一覧表は、指導案作成に関するさまざ
まな保育書やテキストを参考にしながら、筆者の
現場での経験、また、学生が実習先で受けた指導

内容から列挙し、まとめたものである。援助方法
は、「代弁する」「広める」「見守る」など70ほど
の動詞を例として挙げた。第10・11回において、
要点②「指導案特有の書き方を知る」をおさえ、
第11回においては要点⑤「さまざまな援助方法を
知る」もおさえる。その後に学生が指導案を書い
ていく。途中で、特に学生が間違いやすい文字や
学生がつい書いてしまう適さない表現を記した
チェック用紙を配布し、提出前に自分で確認する
ように伝える。この回後に、作成した指導案を提
出させ、教員が添削、採点する。この評価は、授
業評価100点中10点に値する。ここでの添削ポイ
ントは、誤字脱字などなく正しい文章であるか
（要点①「文章の正しい書き方を知る」）、適さな
い表現が用いられていないか（要点②「指導案特
有の書き方を知る」）の２点である。この２点に
ついて評価することと配点については、事前に学
生に伝えておく。その他も気になった点について
は添削するが、この２点について主に評価する。
添削時には、必ず良いところを１点は書くように
心がけ、改善点についてははっきりと改め方を示
す。評価は大学で定められている「Ｓ・Ａ・Ｂ・
Ｃ・Ｄ」を用いて記し、配点も知らせる。授業の
最後には、次に書く指導案の対象年齢を伝えてお
き、その年齢の発達段階について各自で予習をし
てくるように促す。
第12回では、前回提出の指導案を返却し、多
かった修正点について解説する。口頭での説明だ
けでは理解しづらい学生もいるため、多かった修
正点についてまとめたプリントも配布する。その
後、２回目の指導案作成に進む。今回は、まず
「メモ」を作成する。前回と同じく、活動内容等
は教員が設定済みである。筆者は、「椅子とり
ゲーム」を設定した。椅子とりゲームといっても
さまざまな遊び方があるが、それは学生が考え、
工夫することとした。この回は、ほとんどの時間
を作成に費やす。教員は学生の近くを回りなが
ら、「一度も座れない子がいたら…」「椅子は内向
き？外向き？もっと他の配置は考えられないか
な？」などと具体的な例を投げかけていくこと
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で、学生の想像を触発するように努める。実習に
行ったことがない学生には大変難しい要点④「子
どもの姿をイメージする」について、少しでもイ
メージが豊かになるように働きかける必要がある
からである。この回後に、作成した「メモ」を提
出させ、教員が添削、採点する。ここでの添削ポ
イントは、要点③「『ねらい』の考え方を知る」、
要点④「子どもの姿をイメージする」の２点であ
る。配点や学生への事前告知、添削方法などは前
回と同じである。
第13回では、はじめに前回提出の「メモ」を返
却する。そして前回と同じように多かった修正点
について解説し、まとめたプリントも配布する。
残りの時間と次の第14回を使って指導案を作成さ
せる。途中で、前回と同様の提出前のチェック用
紙を配布する。第14回後に提出させ、教員が添
削、採点する。この評価は、20点に値する。ここ
での添削ポイントは、要点⑤「さまざまな援助方
法を知る」である。学生への事前告知、添削方法
などは前回と同じである。提出時には、前回作成
した指導案も一緒に提出させ、前回の指導案から
改善された点も記すように心がけ、改善されてい
ない場合はその旨を記す。今回の評価では、要点
⑤についての「Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の評価に加
え、全体として第1段階「指導案の書き方を知る」
の到達目標が達成されたと思われる指導案には合
格印を押印して、その旨を伝える。
第15回は、指導案作成以外の内容をおこなう
が、授業の最後５分程を使って前回提出の指導案
を返却する。そして、定期試験では90分で指導案
作成をおこなうことを伝え、そのための「メモ」
を配布する。活動内容等は教員が設定済みであ
る。「メモ」は両面自由に記入させ、定期試験で
の持ち込みを許可する。
定期試験で書かれた指導案についても添削し、
採点結果も示して１年後期の「領域：人間関係」
または「領域：言葉」のはじめの授業で学生に返
却する。要点①～⑤を総合的に評価することと配
点については、事前に学生に伝えておく。これを
含めると、第１段階において、３つの指導案を作

成できたことになる。
６コマの授業内容とその要点、さらに授業外で
の添削指導についてまとめると表４になる。

２．基礎力育成メソッドの留意点
「保育（教育）課程総論」における基礎力育成
メソッドの留意点は、次の２点である。
１点目は、早いテンポで個人添削を繰り返すこ
とである。担当教員一人で100人近くの学生に対
して、２回の指導案と１回の「メモ」の添削をす
ることは容易ではないが、その効果は絶大である
と感じられる。このテンポ感によって学生は、前
回の内容を忘れないうちに次を積み上げ、自身の
成長を目に見えて感じることができる。また、文
字の大きさやその配置、濃さ等、一人一人の改善
点を明確に添削指導し、次回に“認め”をするこ
とで学生との関係性づくりにつながりやすい。学
生が、評価と添削を楽しみに待っている姿も見ら
れることから、モチベーションの持続にもつなが
ると考えられる。指導案作成は学生が何度も挫け
そうになることが予想されるので、学生の意欲を
保つことは大変重要である。
２点目は、評価の観点を明確に示すということ
である。指導案を作成できるようになるにはさま
ざまな力が必要であり、記入欄も多い。それに
よって学生の学びが散漫になりやすく、着実な育
成が困難になる。したがって、学生が取り組みや
すいように評価のポイントを絞って事前に伝え
る。それを積み重ねていくと結果的に指導案作成

表４ 「保育(教育)課程総論」における授業プラン
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の基礎力が身につく仕組みになっている。改善す
べき点については、１～２点に絞ってどのように
改善するべきかを分かりやすく示すようにする。
これもまた学生の意欲向上のためである。

３．基礎力育成メソッドの有効性
本学では、全授業において各最終回の授業後に
学生による授業アンケートを実施している。「保
育（教育）課程総論」の授業におけるその結果の
一部が図１であり、この授業への出席と指導案作
成の習得に関して学生の自己評価が示されている。

調査対象者は平成28年度本学保育科１年生90名
であり、図の中の数字は割合を示している。授業
アンケートは、授業シラバスに記載されている到
達目標４点における自己評価（５段階の選択式）
と、授業に対する評価（５段階と自由記述式）で
構成されている。授業アンケートは無記名でおこ
なわれ、個人が特定されないように配慮して回収
した。また、授業アンケートを研究に用いること
に関して同意書を配布した。同意書には、研究の
主旨や倫理的配慮事項を明記し、「同意する」「同
意しない」の選択項目を設けて、辞退できるよう
に配慮した。
「私はこの授業へきちんと出席した」かどうか
の回答について、有効回答数は「86部（回収率
95.6％）であった。「そう思う」「ややそう思う」
を合わせた結果から、９割以上の学生が肯定的評
価をしたことが示された。一方で３名（3.5％）
の学生が「ややそう思わない」「そう思わない」

と回答した。
「短期的な指導計画を立てることができる」か
どうかの回答について、有効回答数は84部（回収
率93.3％）であった。「そう思う」「ややそう思
う」を合わせた結果から、肯定的評価は７割には
及ばなかったが、一方で「あまりそう思わない」
「そう思わない」と回答した学生は２名（2.4％）
だった。
また、定期試験で書かれた３回目の指導案の評
価では、６割以上の点（合格点）を得た学生は90
人中83人（92.2％）であった。定期試験の評価は
50点満点で、要点①～⑤について適さない表現が
あれば減点していく方法で採点した。
授業アンケートの自由記述からは次のような回
答が得られた。
・指導案を繰り返し書くことで身についたと思う
・書けなくて落ち込むこともあったけれど、良い
ところは褒めてもらえたので頑張れた
・添削によって次に直すべき所がはっきり分かっ
たので、そこを頑張れた
・個人的に添削してもらえたことと改善点につい
て解説してもらえたことでポイントが分かった
・改善点をまとめたプリントが役立った
・自分には絶対に無理だと思っていたが、書ける
ようになってきて嬉しい
・一人一人丁寧に添削してもらえて嬉しかった
・確実にレベルアップしていっていると思った
・実習やその先に役に立つと感じられた
筆者の見立てでは、９割以上の学生がこの授業
終了後に指導案のベースのかたちをほぼマスター
できるようになる。この第１段階では、学生の意
欲と上達実感が重要であり、それに関してこのメ
ソッドの有効性は示されたと考える。

Ⅳ．第2・3段階：応用と発展

１．「保育（教育）課程総論」から「領域：人間
関係」、「領域：言葉」へ
１年前期の「保育（教育）課程総論」では指導

図１「保育（教育）課程総論」の授業評価
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案の書き方を知ることに焦点を絞ったため、内容
に深く迫ることはできていない。そこで、１年後
期の「領域：人間関係」「領域：言葉」の授業で
は、基礎から応用へと進み、より具体的に子ども
の姿をイメージしながら「ねらい」に即して保育
を工夫する力を養うこと、そしてその領域に関わ
るさまざまな活動（遊び）を知ることを到達目標
とする。つまり、「『ねらい』を柱とした展開の工
夫を学ぶ」という第２段階を扱う。
双方の授業では、それぞれはじめ４コマ程を
使って、その領域に関する発達段階の講義をおこ
ない、要点⑥「発達段階を理解する」をおさえ
る。初めての実習直後の時期となるため、「実習
先でもこのような子どもがいたかな？」と、具体
的な子どもの姿を挙げながら発達の特徴を教授す
る。その後、学生がその領域に関する内容（ねら
い）で立案する。指導案は提出させ、教員が添削
と採点をして返却する。立案後には、その活動の
一部を模擬保育する。立案と模擬保育の中では、
要点⑦「『ねらい』にせまる工夫の仕方を学ぶ」
をおさえるために、その活動にそのねらいは妥当
なのか、そのねらいを意識した活動の展開が考え
られているか、そのねらいを達成するための援助
は工夫されているかなどを繰り返し学生に投げか
け、その都度学生が考えるように促す。高瀬ら
（2007）は、実践や近年の教員養成教育の動向を
踏まえて、指導案作成指導にあたっては、学生が
作成した指導案に改善する余地があることを繰り
返し提示していくことが肝要であると記してい
る８）。この授業は学年を半分に分けたクラス編成
でおこない、50名近くの学生が一緒に授業を受け
ている。あえてグループに分かれず、学生が一人
ずつ全員の前で模擬保育をする。そうすることで
およそ50通りの活動（遊び）やその保育の仕方に
触れ、要点⑧「いろいろな活動（遊び）を知る」
良い機会となる。また、子ども役になって保育に
参加することでさまざまな気づきを得ることもで
きる。

２．「領域：人間関係」、「領域：言葉」から「教
育実習指導」へ
指導案のベースの書き方を習得し、自分で立案
できるようになったとしても、本当の意味で指導
案作成力が身についたとは言えない。つまり、第
３段階「実際の子どもの姿を通して立案の仕方を
学び直す」ことが必要である。林ら（2011）９）や
北村（2015）10）は、「実習生は子どもの実態を踏ま
えた指導案作成が困難である」と指摘している。
筆者も同感である。そうであるならば実習を、自
身が予想した子どもの姿と実際の子どもの姿との
ズレを学ぶ機会とすればよいと考える。「教育実
習指導」の授業においては、少しでも実習先の子
ども達を思い描きながら立案するように努めるこ
とと、実践を通して自分の計画の甘さや子ども理
解の必要性に気づくことを到達目標とする。事前
指導の中では、要点⑨「実習先の子ども達の姿を
踏まえた指導案作成をする」を模擬保育を通して
深める。ここでは、一人あたりの模擬保育とグ
ループ内での意見交流に多くの時間を充てるため
に３～４人のグループに分かれておこなう。
模擬保育を終えて、指導案を立案し直す学生も
多い。全学生がここでの立案を実際に実習でおこ
なうとは限らないが、この学びで得たことは他の
活動に変更した場合にも活かすことができる。そ
して部分実習後に、要点⑩「実践を振り返り、立
案の仕方を見直す」をすることによって、指導案
の必要性や使い方の理解が深まる。山田（2008）
も、指導案を書くのは非常に難しいが１年生の段
階から説明を繰り返し、実習経験を積んだ後に総
復習するということには非常に意味があるという
ことがわかったと記している４）。今回の実践から
も実習前に指導案作成力の育成を完結させるプロ
グラムではなく、その後も含めた見通しで継続的
な育成が重要であると感じられた。

３．科目間連携を活かした段階的指導の有効性
教育実習Ⅱを終えた２年生の学生を対象に、指
導案作成に関する質問紙調査を実施・分析した結
果を次に示す。
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調査対象者は、平成28年度本学保育科２年生の
中で教育実習指導を履修した78名である。アン
ケートは、教育実習Ⅱの事後指導終了後におこ
なった。無記名で実施し、個人が特定されないよ
うに配慮して回収した。研究の主旨や倫理的配慮
事項を明記し、「同意する」「同意しない」の選択
項目を設けて、辞退できるように配慮した。
有効回答数は74部（回収率94.9％）であった。
図２は、３つの項目について学生の意識を４段
階で尋ねた結果を割合で示したものである。「教
育実習Ⅱで指導案を書くことができたか」の問い
については「しっかりと書けた」が６人（8.1
％）、「まぁまぁ書けた」が55人（74.3％）であっ
た。８割以上の学生が肯定的な自己評価をしてい
る。「大学で指導案作成について指導されたか」
の問いについては、「しっかりと指導された」が
38人（51.4％）、「まぁまぁ指導された」が34人
（45.9％）であり、ほとんどの学生が指導を受け
た実感を得ていた。「入学時に比べて指導案作成
力が身についた実感はあるか」の問いについて
は、「しっかりとある」が42人（56.8％）、「まぁ
まぁある」が32人（43.2％）であり、全学生が上
達実感を得たということが示された。
図３は、指導案作成力の育成に最も有効であっ
た授業についての回答を割合で表している。「領
域：人間関係・言葉」を挙げた学生が最も多く、
42人（56.8％）であった。「保育（教育）課程総論」
を挙げた学生も26人（35.1％）いたことから、複
数の授業で扱うことによって様々な角度から二重

三重に支援できる利点が感じられた。

また、図２と図３で示した４項目について相関
に関する検定をおこなったところ、関連は認めら
れなかった。指導案作成力についての自己評価が
低い学生は必ずしも指導された実感や上達実感が
低いわけではないし、指導された実感が低い学生
は必ずしも自己評価や上達実感が低いわけではな
かった。ただ、「しっかりと指導された」と感じ
ている学生38人は全員、有効な授業として「保育
（教育）課程総論」または「領域：人間関係・言
葉」を回答していた。この2つの授業が有効的に
学生に働くと、指導された実感が高くなるのかも
しれない。
その他、指導案指導についての自由記述からは
次の結果が得られた。多く書かれていた内容は、
「指導案の大切さが分かった」が20人、「上達実感
を感じる」が19人、「授業（指導）に対する好評
価」が18人であった。さらにキーワードを拾って
みたところ、「大変、難しい、困難、嫌」という
否定的な言葉を用いていた学生が16人で、そのう
ちの12人は「学べてよかった」「できるように
なった」と肯定的な意見も合わせて書いていた。
また、「よかった」という言葉を用いていた学生
が７人であった。そして、「想像、イメージ、予
想、想定」という言葉を用いて指導案作成の大切
さを記していた学生が16人いたことから、段階的
指導と実習経験をリンクさせて継続的に学びを積
み重ねてきたことによって、指導案の必要性や使
い方を具体的に感じられるようになったのではな

図２ 指導案作成に関する学生の意識
図３ 指導案作成力の育成に最も有効であった授業

中京学院大学中京短期大学部研究紀要 第 47 巻第 1号（2017年 3 月）

― 29 ―



いかと思われた。

Ⅴ．おわりに
指導案は、保育者の思い通りに子どもを動かす
ためのものではない。ただ、自分が設定した活動
（遊び）を子ども達がいきいきと楽しむことがで
きたら、実習生にとってそれは大きな喜びとな
り、保育の楽しさの一部を体感することにつなが
るだろう。実習では、子ども達と心が通い合う充
実感を体感することが重要である。指導案作成の
困難さがそれを妨げることのないように、むしろ
指導案作成によって、より子ども達に寄り添うこ
とができるように今後も指導を続けていきたい。
今回、指導案作成において学生の上達実感の重
要性が明らかにされた。大学でアクティブ・ラー
ニングが定着しつつある今、指導案作成の習得に
おいては、要点を明確に理解することと自分の改
善点と改善方法を具体的に知ることが学生の自主
的な学びにつながると考える。今後は、「指導案
作成を習得するための段階と要点」と「ベースの
書き方」についての見直しや、実習後の継続的な
指導を課題として他教員との連携の中で研究をす
すめ、学生の意欲をさらにつなげていく方法を考
えていきたいと思う。
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